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平
成
二
十
四
年
度
県
畜
産
関
係

当
初
予
算
の
概
要
に
つ
い
て

神
奈
川
県
の
平
成
二
十
四
年
度
当
初

予
算
は
、「
九
〇
〇
億
円
の
財
源
不
足
」

と
い
う
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
、
本
県
を
取
り
巻
く
喫
緊
の
課
題
に

対
し
て
的
確
に
、
か
つ
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
対
応
す
る
と
と
も
に
、
県
民

一
人
ひ
と
り
の
い
の
ち
が
輝
き
、
人
や

も
の
を
引
き
つ
け
る
魅
力
を
持
っ
た

「
い
の
ち
輝
く
マ
グ
ネ
ッ
ト
神
奈
川
」の

実
現
に
向
け
た
予
算
編
成
と
い
た
し
ま

し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
畜
産
関
係
の
当

初
予
算
に
つ
い
て
は
、
飼
料
価
格
の
高

止
ま
り
や
畜
産
物
価
格
の
低
迷
等
に
よ

る
厳
し
い
畜
産
経
営
を
支
援
す
る
た
め
、

自
給
飼
料
増
産
対
策
を
推
進
し
、省
力
・

低
コ
ス
ト
の
飼
料
生
産
体
制
の
確
立
を

目
指
す
ほ
か
、
乳
用
牛
を
活
用
し
た
和

牛
（
か
な
が
わ
産
牛
肉
）
生
産
に
よ
る

地
産
地
消
の
推
進
や
安
全
・
安
心
な
畜

産
物
を
県
民
に
供
給
す
る
た
め
の
新
た

な
事
業
と
し
て
、
農
場
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認

定
制
度
の
普
及
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
口
蹄
疫
や
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
家
畜
伝
染
病
の
発
生

に
備
え
、
防
疫
演
習
の
実
施
等
、
危
機

管
理
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

予
算
規
模
は
、
四
億
二
八
五
〇
万
円

余
で
あ
り
、
以
下
に
施
策
分
野
ご
と
に

整
理
し
た
主
な
事
業
等
を
紹
介
し
ま
す
。

一

畜
産
技
術
振
興
関
係

一
三
、
七
八
八
千
円

畜
産
経
営
の
健
全
な
発
展
と
畜
産
物

の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、
先
進
的
技

術
を
活
用
し
た
高
品
質
・
低
コ
ス
ト
生

産
等
に
よ
る
経
営
体
質
の
強
化
推
進
、

消
費
者
の
畜
産
に
対
す
る
理
解
醸
成
と

畜
産
物
の
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
の
各

種
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

二

畜
産
飼
料
対
策
関
係

三
、
九
八
〇
千
円

安
全
な
畜
産
物
の
生
産
を
図
る
た
め
、

飼
料
の
適
正
使
用
に
対
す
る
指
導
、
立

入
検
査
、
成
分
分
析
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、自
給
飼
料
の
増
産
を
図
る
た
め
、

本
県
で
の
生
産
に
適
し
た
奨
励
品
種
の

選
定
や
農
作
業
受
託
組
織
（
コ
ン
ト
ラ

ク
タ
ー
）
に
よ
る
飼
料
生
産
体
制
の
確

立
推
進
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

三

生
乳
流
通
改
善
調
整
事
業
関
係

五
、
〇
一
二
千
円

生
乳
の
計
画
生
産
と
流
通
の
合
理

化
、
新
鮮
な
良
質
生
乳
生
産
の
た
め
に

乳
質
改
善
等
の
推
進
や
加
工
原
料
乳
生

産
者
補
給
金
等
暫
定
措
置
法
に
基
づ
く

生
乳
の
用
途
別
取
引
数
量
の
確
認
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
酪
農
経
営
の
安
定
に

取
り
組
む
酪
農
団
体
を
支
援
し
ま
す
。

四

食
肉
鶏
卵
流
通
改
善
事
業
関
係

一
六
二
、
七
〇
六
千
円

県
民
に
新
鮮
で
安
全
な
食
肉
を
安
定

的
に
供
給
す
る
神
奈
川
食
肉
セ
ン
タ
ー

を
整
備
す
る
た
め
の
借
入
資
金
の
償
還

を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
養
鶏
経
営
の

安
定
を
図
る
た
め
、
鶏
卵
の
価
格
安
定

制
度
を
支
援
し
ま
す
。

五

酪
農
肉
用
牛
対
策
関
係

二
、
一
五
四
千
円

県
民
に
安
全
で
安
心
な
牛
肉
を
安
定

的
に
供
給
す
る
た
め
、
酪
農
家
と
肉
牛

農
家
が
連
携
し
た「
か
な
が
わ
産
牛
肉
」

の
生
産
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
産
地
消
を
推
進
し
ま
す
。

六

畜
産
経
営
環
境
整
備
事
業
関
係

四
、
六
一
〇
千
円

畜
産
経
営
に
起
因
す
る
環
境
問
題
の

発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
総
合
的
な
調

整
・
指
導
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
畜
産

経
営
環
境
の
改
善
に
必
要
な
機
械
・
車

両
等
の
畜
産
環
境
機
械
リ
ー
ス
に
助
成

し
ま
す
。

七

大
野
山
乳
牛
育
成
牧
場
関
係

五
〇
、
六
三
〇
千
円

子
牛
の
育
成
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
な

い
本
県
に
お
い
て
、
放
牧
育
成
を
実
施

し
、
優
良
後
継
牛
を
確
保
し
ま
す
。
ま

た
、
草
地
や
飼
養
施
設
等
の
維
持
管
理

及
び
牧
道
の
復
旧
工
事
を
行
う
ほ
か
、

県
民
が
体
験
で
き
る
「
交
流
活
動
」
に

取
り
組
み
、
畜
産
業
、
自
然
環
境
及
び

地
元
産
業
と
県
民
と
の
交
流
を
図
り
ま

す
。

八

家
畜
改
良
事
業
関
係

四
、
二
八
五
千
円

優
秀
な
能
力
を
持
っ
た
種
畜
を
確
保

し
、
家
畜
の
改
良
を
推
進
す
る
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

九

養
豚
対
策
関
係一

四
、
五
〇
五
千
円

系
統
豚
ユ
メ
カ
ナ
エ
ル
（
ラ
ン
ド

レ
ー
ス
種
）
の
維
持
や
そ
の
系
統
豚
を

活
用
し
た
銘
柄
豚
の
普
及
推
進
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
養
豚
経
営
の
安
定
を
図

る
た
め
、
豚
肉
の
価
格
安
定
制
度
を
支

援
し
ま
す
。

十

未
利
用
資
源
畜
産
飼
料
化
関
係

二
、
三
八
八
千
円

畜
産
物
の
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
と
有

機
性
資
源（
バ
イ
オ
マ
ス
）の
利
活
用
を

推
進
す
る
た
め
、
食
品
残
さ
の
飼
料
化

技
術
に
つ
い
て
研
究
開
発
を
行
い
ま
す
。

十
一

牛
群
能
力
向
上
関
係

一
、
一
四
九
千
円

県
民
へ
の
牛
乳
の
安
定
供
給
と
酪
農

経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、
受
精
卵

移
植
技
術
の
活
用
、
雌
雄
産
み
分
け
技

術
の
現
地
実
証
に
よ
る
実
用
化
及
び
牛

群
検
定
に
基
づ
く
選
抜
淘
汰
に
よ
る
乳

用
牛
の
改
良
増
殖
を
推
進
し
ま
す
。

十
二

Ｂ
Ｓ
Ｅ
特
別
対
策
事
業

一
〇
、
五
九
二
千
円

Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
発
生
を
予
防
し
、
ま
ん
延

を
防
止
す
る
た
め
、
牛
海
綿
状
脳
症
対

策
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
二
十
四
か
月

齢
以
上
の
死
亡
牛
全
頭
を
検
査
す
る
ほ

か
、
飼
料
の
製
造
か
ら
使
用
の
各
段
階

に
お
け
る
飼
料
の
安
全
性
の
確
保
を
推

進
し
ま
す
。

十
三

家
畜
保
健
衛
生
関
係

五
七
、
四
四
一
千
円

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
家

畜
伝
染
病
の
発
生
予
防
及
び
ま
ん
延
防

止
、
豚
オ
ー
エ
ス
キ
ー
病
ワ
ク
チ
ン
接

種
経
費
へ
の
助
成
等
、
効
果
的
な
防
疫

体
制
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
農
場
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
定
制
度
の
推
進
や
動
物
用

医
薬
品
の
適
正
使
用
を
指
導
し
、
畜
産

物
の
安
全
・
安
心
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

十
四

畜
産
技
術
所
試
験
研
究
関
係

九
五
、
二
六
三
千
円

高
品
質
な
牛
肉
や
豚
肉
の
生
産
技
術
の

開
発
、
受
胎
率
向
上
に
向
け
た
胚
移
植

技
術
の
開
発
、
臭
気
発
生
の
少
な
い
都

市
型
畜
産
経
営
技
術
の
開
発
、
高
水
分

原
料
の
サ
イ
レ
ー
ジ
調
製
技
術
の
開
発

等
の
試
験
研
究
に
取
り
組
み
ま
す
。

原
発
賠
償
対
策
の
最
近
の
動
き

去
る
四
月
六
日
、
Ｊ
Ａ
原
発
事
故
損

害
賠
償
対
策
県
協
議
会
第
三
回
牛
肉
部

会
が
中
央
農
業
会
館
で
開
催
さ
れ
、
出

席
し
た
東
電
に
対
し
、「
神
奈
川
産
牛

肉
の
風
評
被
害
に
よ
る
価
格
下
落
に
係

る
再
度
の
請
求
に
つ
い
て
（
要
請
）」

の
要
請
書
を
手
渡
し
、
改
め
て
賠
償
対

象
と
す
る
よ
う
に
強
く
訴
え
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
先
般
の
東
電
か
ら
の
ゼ
ロ

回
答
を
受
け
て
、
牛
肉
部
会
で
再
度
、

本
県
産
牛
肉
に
風
評
被
害
が
あ
っ
た
こ

と
を
示
す
資
料
や
デ
ー
タ
の
収
集
・
分

析
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
原
発
事
故
と
の

相
当
因
果
関
係
を
客
観
的
に
立
証
で
き

る
と
判
断
し
、
そ
の
根
拠
資
料
を
添
え

て
要
請
し
た
も
の
で
す
。

【
要
請
書
の
概
要
】

「
神
奈
川
県
産
牛
肉
の
価
格
下
落
に

係
る
要
因
に
つ
い
て
」
以
下
の
五
つ
の

項
目
を
挙
げ
、
根
拠
資
料
を
示
し
て
説

明
・
要
請
し
ま
し
た
。

一

市
場
等
実
需
者
か
ら
の
受
け
入
れ

拒
否生

産
者
や
問
屋
等
か
ら
聞
き
取
っ

た
と
こ
ろ
、
小
売
、
ス
ー
パ
ー
等
か

ら
の
受
け
入
れ
拒
否
が
あ
っ
た
。

二

消
費
者
の
買
い
控
え
行
動

�

県
内
産
牛
肉
か
ら
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
が
検
出
さ
れ
た
事
例
が
あ
る
。

�

横
浜
市
ほ
か
複
数
の
市
で
は
、

学
校
給
食
に
牛
肉
を
使
用
し
な
い

旨
を
決
定
し
、
市
教
育
委
員
会
か

ら
保
護
者
宛
に
文
書
で
通
知
し
た

り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し

て
い
る
。

�

小
売
業
者
の
月
別
売
上
高
を
前

年
と
比
較
す
る
と
、
七
月
以
降
、

一
割
〜
三
割
程
度
の
減
少
が
認
め

ら
れ
る
。

�

神
奈
川
県
が
、
昨
年
十
月
に
実

施
し
た
畜
産
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
で
、
放
射
性
物
質
が
原
因
で
牛

肉
を
買
い
控
え
て
い
る
人
は
一
九

六
人
中
、
五
三
名
。

三

個
人
別
収
入
額
の
下
落
状
況

�

二
十
三
年
の
格
付
別
枝
肉
価
格

を
過
去
三
カ
年
の
平
均
価
格
と
比

較
す
る
と
、そ
の
下
落
は
明
ら
か
。

四

二
十
三
年
の
横
浜
市
場
の
枝
肉
価

格
は
、
原
発
事
故
の
影
響
が
な
い
福

岡
市
場
に
比
べ
安
値
で
推
移
し
て
お

り
、
こ
れ
は
前
年
と
は
反
転
し
た
推

移
と
な
っ
て
い
る
。

五

全
頭
・
全
戸
検
査
に
よ
る
出
荷
頭

数
制
限
の
影
響

�

七
月
、
八
月
の
東
京
市
場
で
の

枝
肉
取
引
頭
数
は
、
全
頭
・
全
戸

検
査
に
よ
り
、
実
質
的
に
出
荷
制

限
が
さ
れ
、
前
年
同
月
比
で
、
約

五
〇
％
前
後
で
あ
る
。
取
引
頭
数

の
減
少
に
よ
り
卸
売
価
格
は
上
昇

局
面
を
迎
え
る
は
ず
が
一
割
強
落

ち
込
む
な
ど
市
場
に
お
け
る
通
常

の
価
格
動
向
と
は
異
な
っ
て
お

り
、
消
費
者
の
買
い
控
え
行
動
と

連
動
す
る
こ
と
は
明
ら
か
。

な
お
、
資
料
収
集
や
デ
ー
タ
分
析

な
ど
に
御
協
力
頂
い
た
関
係
者
の
皆

様
に
は
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
要
請
に
対
す
る
回
答
は
、

五
月
中
旬
開
催
予
定
の
牛
肉
部
会
で

示
す
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。
回
答
の

内
容
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
号
の

畜
産
情
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
畜
産
会
専
務
理
事

丹
波
）

肉
用
子
牛
生
産
者
補
給
金
制
度

〜
乳
用
種
に
生
産
者
補
給
金
が
交
付
さ

れ
ま
す
〜

平
成
二
十
三
年
度
第
４
四
半
期
（
二

十
四
年
一
〜
三
月
）
の
指
定
肉
用
子
牛

の
品
種
区
分
ご
と
の
平
均
売
買
価
格
は

次
の
と
お
り
で
し
た
。

黒
毛
和
種

四
二
四
、
二
〇
〇
円

交
雑
種

二
四
〇
、
七
〇
〇
円

乳
用
種

八
九
、
九
〇
〇
円

乳
用
種
は
保
証
基
準
価
格（
一
一
六
、

〇
〇
〇
円
）
を
下
回
り
ま
し
た
の
で
、

そ
の
差
額
、
二
六
、
一
〇
〇
円
の
生
産

者
補
給
金
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

黒
毛
和
種
・
交
雑
種
は
保
証
基
準
価

格
、
合
理
化
目
標
価
格
を
共
に
上
回
っ

て
い
る
の
で
、
生
産
者
補
給
金
の
交
付

は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
肉
用
牛
繁
殖
経
営
支
援
事
業

に
関
し
て
は
、「
黒
毛
和
種
」
に
つ
い

て
、
交
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
社
団
法
人
神
奈
川
県
肉
用
子
牛
価

格
安
定
基
金
協
会
）

桜
前
線
は
北
方
四
島
ま
で

花
見
酒
特
別
ビ
ザ
無
し
上
陸

今
年
ほ
ど
季
節
移
り
の
不
安
定
な
年

は
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
四
月
上
旬
に
南

関
東
を
通
過
し
た
桜
前
線
は
何
処
ま
で

北
上
し
た
の
か
な
。
桜
の
咲
く
こ
ろ
に

な
る
と
日
本
中
が
桜
の
話
題
に
な
り
、

テ
レ
ビ
の
歌
謡
番
組
に
も
桜
の
歌
が
な

が
れ
、
そ
の
背
景
に
満
開
の
桜
の
花
が

映
し
出
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ

の
花
の
色
た
る
や
赤
色
が
濃
す
ぎ
て
桜

前
線
の
指
標
に
な
る
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
に

は
似
て
も
似
つ
か
な
い
桃
色
で
し
た
。

自
然
の
桜
の
色
を
知
ら
な
い
か
、
知
っ

て
い
て
も
舞
台
効
果
等
を
考
慮
し
て
の

着
色
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
紅
と
白
と

の
中
間
の
淡
紅
色
を
ピ
ン
ク
と
片
仮
名

で
表
現
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
桃
色

と
桜
色
の
区
別
が
曖
昧
に
な
り
、
桜
に

「
ピ
ン
ク＝

桃
色
」を
着
色
し
て
し
ま
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
桜
の
花
を
称
え
る
歌

を
歌
っ
て
い
る
背
景
が
桃
色
で
は
様

に
な
り
ま
せ
ん
な
ー
。

地
元
の
中
学
生
が
震
災
被
災
地
の
中

学
校
に
桜
の
苗
木
を
贈
る
活
動
を
し
て

い
た
の
で
、
僅
か
ば
か
り
の
手
伝
い
を

し
ま
し
た
。
桜
の
苗
木
を
贈
っ
た
古
い

話
で
は
、
明
治
四
十
二
年
の
東
京
市
か

ら
ワ
シ
ン
ト
ン
市
ポ
ト
マ
ッ
ク
河
畔
の

植
樹
が
有
名
で
、
毎
年
開
花
の
頃
に
な

る
と
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
ニ
ュ
ー

ス
に
な
り
ま
す
ね
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
桜
前
線
を
検
索

し
た
ら
南
か
ら
北
上
し
て
い
っ
た
終
点

は
五
月
末
の
北
海
道
の
釧
路
で
し
た
。

北
方
四
島
に
桜
は
咲
か
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。「
北
方
領
土
に
さ
く
ら
を

植
え
よ
う
」
と
呼
び
か
け
て
旧
島
民
の

手
に
よ
っ
て
桜
の
苗
木
を
植
樹
す
る
の

は
如
何
で
し
ょ
う
か
。
桜
の
北
限
は
何

処
な
の
か
？
も
し
寒
く
て
咲
か
な
い
の

な
ら
ば
日
本
人
の
高
度
な
技
術
で
品
種

え
と
ろ
ふ
ざ
く
ら

改
良
し
て
択
捉
桜
を
。
植
樹
が
成
功
し

た
ら
マ
ス
コ
ミ
は
桜
前
線
を
北
海
道
の

知
床
岬
や
納
沙
布
岬
で
終
り
に
し
な
い

は
ぼ
ま
い

し
こ
た
ん

で
、「
歯
舞
諸
島
、
色
丹
島
に
は
五
月

く
な
し
り

の
末
に
、
六
月
の
中
旬
に
は
国
後
島
の

え
と
ろ
ふ

北
端
に
、
択
捉
島
で
も
六
月
中
に
満
開

に
な
る
で
し
ょ
う
。」
な
ん
て
報
道
を

す
る
か
も
。
そ
し
て
開
花
の
頃
に
は
花

見
の
為
の
特
別
ビ
ザ
無
し
上
陸
許
可
を

申
請
。
ロ
シ
ア
人
と
花
見
酒
を
酌
み
交

わ
し
て
「
お
い
、
ロ
シ
ア
の
お
若
け
ー

の
、
俺
は
六
七
年
前
に
は
此
処
で
暮
ら

し
て
た
ん
だ
」
な
ん
て
話
し
な
が
ら
桜

肉
や
和
牛
の
霜
降
り
肉
、
ソ
ー
セ
ー
ジ

や
ハ
ム
を
つ
ま
み
に
ヤ
ポ
ン
ス
キ
ー

（
日
本
人
）
の
ウ
オ
ッ
カ
（
焼
酎
）
を

ご
馳
走
し
た
ら
ハ
ラ
シ
ョ
ー
っ
て
喜
ん

で
く
れ
な
い
か
な
ー
。
花
見
酒
を
皮
切

り
に
暑
気
払
い
、
紅
葉
狩
り
、
雪
見
酒
。

き
っ
と
仲
良
く
な
れ
る
と
思
う
よ
。

（
忠
九
朗
）

新
む
ら
す
ず
め
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技術情報

塩
類
濃
度
の
低
い
堆
肥
の
特
徴

★
堆
肥
の
塩
類
濃
度

最
近
、
全
国
的
に
家
畜
ふ
ん
堆
肥
の

塩
類
濃
度
が
高
い
傾
向
が
あ
り
、
神
奈

川
県
で
も
同
様
な
傾
向
が
あ
る
こ
と
を

報
告
し
ま
し
た（
本
誌
第
５
８
７
号
）。

牛
ふ
ん
堆
肥
は
家
畜
ふ
ん
堆
肥
の
中
で

塩
類
濃
度
が
低
い
傾
向
に
あ
り
、
一
部

の
耕
種
農
家
で
は
、
牛
ふ
ん
堆
肥
を
土

壌
物
理
性
の
改
良
に
重
点
を
お
い
た
資

材
、
い
わ
ゆ
る
土
づ
く
り
の
資
材
と
し

て
利
用
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
堆

肥
を
土
づ
く
り
目
的
で
使
用
す
る
耕
種

農
家
は
塩
類
濃
度
の
高
い
堆
肥
を
敬
遠

す
る
の
で
す
。

そ
こ
で
、
堆
肥
の
塩
類
濃
度
を
下
げ

る
た
め
、
乳
牛
ふ
ん
を
固
液
分
離
す
る

方
法
や
畜
舎
で
の
ふ
ん
尿
分
離
の
効
果

を
報
告
し
ま
し
た
（
本
誌
第
６
０
３

号
）。

で
は
、
塩
類
濃
度
の
低
い
堆
肥
は
ど

の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
？
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
乳

牛
ふ
ん
を
固
液
分
離
し
て
塩
類
濃
度
の

低
い
堆
肥（
低
塩
類
堆
肥
）を
作
製
し
、

そ
の
堆
肥
の
特
徴
を
把
握
し
た
の
で
報

告
し
ま
す
。

★
低
塩
類
堆
肥
の
製
造
と
成
分

一
部
の
酪
農
家
で
は
、
ふ
ん
の
含
水

率
を
低
下
さ
せ
て
堆
肥
化
し
や
す
く
す

る
な
ど
の
目
的
で
排
せ
つ
物
処
理
に
固

液
分
離
機
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
ふ
ん

を
固
液
分
離
す
る
と
水
溶
性
で
あ
る
塩

類
は
液
分
に
多
く
移
行
す
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。そ
こ
で
、当
所
の
ス
ク
リ
ュ
ー

プ
レ
ス
型
固
液
分
離
装
置
で
乳
牛
ふ
ん

を
固
液
分
離
し
て
み
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
電
気
伝
導
率
（
Ｅ
Ｃ
）
９
・
５
dS

／
ｍ
の
ふ
ん
か
ら
Ｅ
Ｃ
５
・
０
dS
／
ｍ

の
固
形
分
が
得
ら
れ
、
固
液
分
離
に
よ

り
乳
牛
ふ
ん
の
塩
類
濃
度
を
低
減
で
き

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
（
図
１
）。

ま
た
、
固
液
分
離
し
た
固
形
分
は
含

水
率
が
７２
％
以
下
で
、
副
資
材
を
使
用

せ
ず
に
そ
の
ま
ま
堆
積
す
る
だ
け
で
堆

肥
化
発
酵
し
、
６０
℃
を
超
え
る
発
酵
温

度
が
得
ら
れ
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し

た
。表

１
に
出
来
上
が
っ
た
低
塩
類
堆
肥

の
肥
料
成
分
を
示
し
ま
す
。
低
塩
類
堆

肥
の
Ｅ
Ｃ
は
１
・
３
dS
／
ｍ
、
カ
リ
ウ

ム
含
有
率
は
１
・
０
％
で
、
乳
牛
ふ
ん

堆
肥
の
１
／
２
〜
１
／
３
と
な
り
、
従

来
の
牛
ふ
ん
堆
肥
と
比
べ
、
か
な
り
塩

類
濃
度
が
低
い
堆
肥
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

★
低
塩
類
堆
肥
の
施
用
効
果

表
２
に
堆
肥
を
施
用
し
た
土
壌
の
最

大
容
水
量
を
示
し
ま
し
た
。
最
大
容
水

量
と
は
、
土
壌
に
水
を
最
大
に
す
わ
せ

た
と
き
の
水
の
量
で
、
土
壌
の
保
水
力

の
目
安
と
な
り
ま
す
。
低
塩
類
堆
肥
区

と
牛
ふ
ん
堆
肥
区
で
は
、
１０
ａ
あ
た
り

乾
物
で
１
ｔ
の
堆
肥
を
施
用
し
て
い
ま

す
。
最
大
容
水
量
は
、
低
塩
類
堆
肥
区

で
は
１
０
０
ｇ
乾
土
あ
た
り
１
０
０
・

６
㎖
、
低
塩
類
堆
肥
倍
量
区
で
は

１
３
４
・
４
㎖
で
、
牛
ふ
ん
堆
肥
区
や

化
成
肥
料
区
よ
り
多
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
か
ら
、
低
塩
類
堆
肥
を
施
用

す
る
と
、
土
壌
が
保
持
で
き
る
水
分
量

が
増
え
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

次
に
、
雨
よ
け
ハ
ウ
ス
で
コ
マ
ツ
ナ

を
６
作
連
作
し
て
、
堆
肥
の
連
用
に
よ

る
土
壌
成
分
の
変
化
を
検
討
し
ま
し
た

（
表
３
）。
６
作
目
の
土
壌
の
Ｅ
Ｃ
は
、

牛
ふ
ん
堆
肥
区
で
は
１
・
４０
dS
／
ｍ
で

し
た
が
、堆
肥
低
塩
類
堆
肥
区
で
は
１
・

０４
dS
／
ｍ
、
低
塩
類
堆
肥
倍
量
区
で
は

１
・
２２
dS
／
ｍ
と
低
く
な
り
ま
し
た
。

低
塩
類
堆
肥
区
と
牛
ふ
ん
堆
肥
区
で
は

コ
マ
ツ
ナ
の
収
量
に
大
き
な
差
は
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
（
図
２
）。
肥
料

成
分
の
カ
リ
ウ
ム
（
Ｋ
２
Ｏ
）
や
リ
ン

（
Ｐ
２
Ｏ
５
）
の
含
有
率
も
、
牛
ふ
ん
堆

肥
区
に
比
べ
て
低
塩
類
堆
肥
区
や
低
塩

類
堆
肥
倍
量
区
は
低
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
か
ら
、
畑
に
堆
肥
を
連
用

し
た
場
合
、
低
塩
類
堆
肥
は
通
常
の
牛

ふ
ん
堆
肥
と
比
較
し
て
塩
類
集
積
を
低

減
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

★
低
塩
類
堆
肥
の
利
用

花
き
鉢
物
の
育
苗
培
養
土
と
し
て
、

バ
ン
ジ
ー
の
育
苗
試
験
を
行
い
ま
し

た
。
赤
土：

低
塩
類
堆
肥＝

１：

１
の

区
は
、慣
行
区（
赤
土：

腐
葉
土：

ピ
ー

ト
モ
ス：

パ
ー
ラ
イ
ト＝

５０：

２５：

２０：

５
）
と
同
等
の
生
育
を
示
し
ま
し

た
（
表
４
）。
低
塩
類
堆
肥
は
塩
類
濃

度
が
低
い
と
い
う
特
徴
を
活
か
し
て
、

花
き
鉢
物
培
養
土
で
使
用
さ
れ
る
ピ
ー

ト
モ
ス
や
腐
葉
土
、
パ
ー
ラ
イ
ト
等
の

代
替
資
材
と
し
て
の
利
用
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
特
に
ピ
ー
ト
モ
ス
は
、
世
界

的
に
供
給
量
の
減
少
や
品
質
の
低
下
が

指
摘
さ
れ
て
い
て
い
る
の
で
、
低
塩
類

堆
肥
が
代
替
資
材
と
し
て
利
用
で
き
れ

ば
堆
肥
の
販
路
拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。

★
お
わ
り
に

従
来
か
ら
塩
類
濃
度
の
低
い
牛
ふ
ん

堆
肥
は
、
土
壌
改
良
資
材
と
し
て
土
壌

環
境
を
改
善
し
土
を
豊
か
に
す
る
、
土

づ
く
り
の
目
的
で
利
用
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
家
畜
ふ
ん
堆
肥
は
肥
料
か
ら
土
壌

改
良
資
材
ま
で
幅
広
い
用
途
が
あ
り
ま

す
。
家
畜
ふ
ん
堆
肥
を
耕
種
農
家
に
広

く
利
用
し
て
も
ら
う
に
は
、
皆
さ
ん
の

作
っ
て
い
る
堆
肥
の
成
分
や
特
徴
を
把

握
し
て
、
耕
種
農
家
に
し
っ
か
り
伝
え

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
皆
さ
ん
も

作
ら
れ
て
い
る
堆
肥
の
Ｅ
Ｃ
を
一
度

測
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

測
定
し
て
み
た
い
方
は
企
画
研
究
課
ま

た
は
普
及
指
導
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

（
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
畜
産
技
術
所

企
画
研
究
課

田
邊
眞
） 家

保

だ

よ

り

新
マ
ル
キ
ン
事
業

『
平
成
二
十
三
年
第
４
四
半
期
の
補
て

ん
金
単
交
付
に
つ
い
て
』

肥
育
牛
生
産
者
を
取
り
巻
く
情
勢
が

大
変
厳
し
い
こ
と
か
ら
、
第
２
四
半
期

か
ら
第
３
四
半
期
（
七
〜
十
二
月
）
の

販
売
牛
に
対
し
て
毎
月
の
補
填
金
交
付

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
枝
肉
価
格

の
低
迷
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
第

４
四
半
期
（
一
月
〜
三
月
）
に
販
売
さ

れ
た
契
約
肥
育
牛
に
つ
い
て
も
、
月
毎

に
補
填
金
を
支
払
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。迅

速
か
つ
正
確
な
補
填
金
交
付
を
行

う
た
め
、
販
売
牛
に
つ
い
て
は
、
販
売

月
の
翌
月
末
ま
で
に
、
販
売
申
出
書
を

必
ず
提
出
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
牛
ト

レ
サ
の
転
出
報
告
に
つ
い
て
も
、
販
売

後
、
速
や
か
に
行
っ
て
下
さ
い
。
販
売

月
の
翌
月
末
ま
で
に
転
出
報
告
が
完
了

し
て
い
な
い
場
合
、
販
売
申
出
書
の
報

告
が
あ
っ
て
も
シ
ス
テ
ム
上
エ
ラ
ー
と

な
り
補
填
金
交
付
対
象
外
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。
販
売
申
出
書

と
牛
ト
レ
サ
転
出
報
告
は
セ
ッ
ト
で
す
。

『
第
４
四
半
期
一
月
及
び
二
月
販
売
牛

の
補
填
金
単
価
報
告
』

◎
一
月
販
売
牛
補
填
金
単
価

肉
専
用
種

六
九
、
五
〇
〇
円

交
雑
種

一
五
一
、
三
〇
〇
円

乳
用
種

一
一
四
、
三
〇
〇
円

（
乳
用
種
に
つ
い
て
基
金
が
枯
渇
し

た
た
め
（
独
）
農
畜
産
業
振
興
機
構
の

公
表
額
一
二
〇
、
二
〇
〇
円
を
補
填
で

き
ず
減
額
補
填
い
た
し
ま
し
た
。）

★
補
て
ん
金
交
付
日

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
七
日

◎
二
月
販
売
牛
補
填
金
単
価

肉
専
用
種

六
七
、
〇
〇
〇
円

交
雑
種

一
五
〇
、
八
〇
〇
円

乳
用
種

一
二
四
、
一
〇
〇
円

★
補
て
ん
金
交
付
日

平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
七
日

『
平
成
二
十
四
年
度
生
産
者
積
立
金
の

額
に
つ
い
て
』

新
マ
ル
キ
ン
事
業
に
お
け
る
肥
育
牛

一
頭
当
た
り
の
生
産
者
積
立
金
の
額
が

公
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。肉

専
用
種

一
三
、
〇
〇
〇
円

交
雑
種

三
〇
、
〇
〇
〇
円

乳
用
種

三
〇
、
〇
〇
〇
円

（
経
営
指
導
部

倉
迫
）

大
野
山
た
よ
り

今
年
度
一
回
目
の
預
託
牛
入
牧
を
四
月

三
日
に
行
い
、
三
十
四
頭
の
元
気
な
子
牛

達
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
今
回
は
搬
入
が

一
時
に
集
中
す
る
こ
と
も
な
く
、
順
調
に

受
け
入
れ
が
完
了
し
ま
し
た
。
運
搬
の
労

を
お
か
け
し
た
関
係
者
の
皆
様
、
衛
生
検

査
や
手
続
き
等
で
お
世
話
に
な
っ
た
関
係

機
関
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

受
け
入
れ
は
午
前
中
で
無
事
完
了
し
た

の
で
本
当
に
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
午
後

か
ら
は
春
の
嵐
で
台
風
以
上
の
暴
風
雨
が

吹
き
荒
れ
、
ち
ょ
っ
と
の
時
間
差
で
危
な

く
散
々
な
目
に
あ
う
と
こ
ろ
で
し
た
。
山

の
神
様
の
ご
加
護
に
感
謝
で
す
。
一
番
荒

れ
た
の
が
帰
宅
時
間
帯
だ
っ
た
の
で
、
広

域
で
通
勤
列
車
が
運
転
を
見
合
わ
せ
、
小

田
急
線
で
も
各
駅
で
風
の
具
合
で
最
終
行

き
先
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
の
で
、
こ

ち
ら
の
ホ
ー
ム
か
ら
隣
の
ホ
ー
ム
へ
ザ
ー
ッ

と
乗
客
が
移
動
す
る
場
面
が
続
き
、
運
転

再
開
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
直
後
に
は
運
転
中
止
、

と
な
る
よ
う
な
状
況
で
し
た
。
し
か
し
、

運
転
手
・
車
掌
・
駅
員
は
連
携
し
て
こ
れ

に
対
応
し
、
乗
客
も
冷
静
に
行
動
し
て
い

た
の
は
緊
急
時
リ
ス
ク
管
理
の
お
手
本
を

見
て
い
る
よ
う
で
、
日
本
人
の
す
ば
ら
し

さ
を
再
認
識
し
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

い
く
つ
も
の
駅
で
外
に
出
て
い
ろ
い
ろ

な
お
店
で
飯
を
食
い
、
こ
れ
は
こ
れ
で
楽

し
み
な
が
ら
三
時
間
以
上
か
け
、
体
重

オ
ー
バ
ー
で
帰
宅
し
ま
し
た
。
大
野
山
の

入
牧
日
は
、
何
故
か
天
気
が
大
層
な
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
今
年
の

大
野
山
牧
場
の
安
全
祈
願
の
た
め
、
例
年

以
上
に
気
合
を
込
め
、
静
岡
県
小
山
市
円

通
寺
の
馬
頭
観
音
様
に
祈
願
に
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
年
休
で
個
人
責

任
で
行
っ
て
き
た
訳
で
あ
り
ま
す
が
、
何

人
も
の
県
内
酪
農
家
の
方
に
お
会
い
で

き
、
牛
の
安
全
を
何
と
か
守
り
た
い
、
最

後
は
神
仏
に
頼
む
し
か
な
い
と
の
皆
さ
ん

の
心
境
が
つ
く
づ
く
同
感
さ
れ
ま
し
た
。

さ
て
今
年
の
四
月
の
人
事
異
動
で
四
名

の
異
動
が
あ
り
、
宮
下
前
次
長
、
浅
川
主

査
に
代
わ
り
先
崎
次
長
、
池
田
主
査
が
着

任
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
新
体
制
で

が
っ
ち
り
仕
事
を
し
て
ゆ
き
ま
す
の
で
、

ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。（大

野
山
乳
牛
育
成
牧
場
長

青
木
）

図１ スクリュープレス型固液分離機で乳牛ふんを固液分離した時の水分と電気伝導率（EC）の変化

表１ 低塩類堆肥の肥料成分組成
MgO

０．５±０．２
１．１
１．５

１）当所発酵乾燥ハウスで製造した乳牛ふん堆肥
２）全国家畜ふん堆肥品質実態調査結果、畜産環境整備機構、平成１２～１６年度、（ｎ＝１，５０２）

表３ 雨よけハウスでコマツナを栽培した時の土壌成分の変化
無機態窒素（mg／１００g 乾土）

６作目
８
２４
３３
９

MgO（mg／１００g 乾土）
６作目
１３１
１６７
１７６
１００

図２ コマツナの収量指数（化成肥料区が１００）

表４ 低塩類堆肥を培養土資材とした時の生育量の変化
根長※（㎝）
２５．８
２１．５
１９．７
２０．４
２２．４

※株張り、草丈は開花日調査、地上部重、地下部重、根長は一斉調査
※※低塩類堆肥：赤土

３作目
６
６
１５
４

３作目
９６
１０８
１３９
９０

CaO

０．９±０．５
１．０
４．４

地下部重※（g）
５．３
５．３
４．２
３．３
４．６

１作目
２５
２６
２８
２５

１作目
８８
７９
９８
７４

K２O

１．０±０．２
２．９
２．８

EC （dS/m）
６作目
１．０４
１．２２
１．４０
０．６９

P２O５（mg／１００g 乾土）
６作目
４４
５５
９３
３４

地上部重※（g）
１１．８
１２．３
９．９
８．２
９．８

P２O５
（DM％）
０．９±０．３
２．２
１．８

表２ 堆肥施用時の最大容水量
最大容水量（ml／１００g 乾土）

１００．６
１３４．４
８４．８
８８．９

※；１０ａあたり乾物で１ｔの堆肥を施用

３作目
０．５９
０．６６
１．１８
０．４６

３作目
３５
３８
６５
３０

C/N

２６．３±６．１
１６．４
１６．６

草丈（花含まず）※（㎝）
６３．７
６２．９
６６．１
６２．６
５７．９

１作目
０．３５
０．３５
０．６０
０．３２

１作目
４０
４４
５０
３８

TN

１．８±０．５
２．５
２．２

低塩類堆肥区※

低塩類堆肥倍量区
牛ふん堆肥区※

化成肥料区

pH
６作目
５．３４
５．４
５．７４
５．４７

K２O（mg／１００g 乾土）
６作目
１３７
２０３
３４７
５１

CaO（mg／１００g 乾土）
６作目
６０４
７０５
７４３
５４０

株張り※（㎝）
１３６．３
１３７．４
１２７．４
１１７．６
９８．８

TC
（DM％）
４４．２±１．６
４０．９
３６．６

３作目
５．４４
５．５１
５．７８
５．４６

３作目
１０７
１３５
２６１
５６

３作目
５２５
５４７
６２９
５３８

EC
（dS/m）
１．３±０．４
４．１
２．４

開花到達日数
７８
７７
８２
７８
８２

１作目
５．７０
５．７０
５．８０
５．７０

１作目
１０３
１２１
１６５
８３

１作目
４８７
５０４
５３７
５０１

pH

７．８±０．３
８．７
８．６

低塩類堆肥区
低塩類堆肥倍量区
牛ふん堆肥区
化成肥料区

低塩類堆肥区
低塩類堆肥倍量区
牛ふん堆肥区
化成肥料区

低塩類堆肥区
低塩類堆肥倍量区
牛ふん堆肥区
化成肥料区

慣行区
１：１区※※

１：２区※※

１：４区※※

牛ふん堆肥混合区

低塩類堆肥（n＝５）
乳牛ふん堆肥１）

乳牛ふん堆肥２）

畜
産
経
営

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
か
ら

平
成
十
八
年
度

畜
産
経
営
診
断
・
分
析
結
果
�

第６１６号 平成２４年５月１日（火曜日）


